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本本本日日日のののプププロロログググラララムムム（（（111000 月月月 333 日日日）））   

特定非営利活動法人けんけん・ぱ 理事長 土居野真由美様 

「水面下の想いを探る」 

次次次回回回のののプププロロログググラララムムム（（（111000 月月月 111777 日日日）））   

道の駅 みはら神明の里 駅長 中石田国昭様 

「道の駅みはら神明の里 運営状況」 

第１１２６回 ２０１８年９月２６日 吉原ガバナー公式訪問例会記録 

会長幹事会 11:30～12:00 例会 12:30～13:30  フォーラム 13:40～15:10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

点  鐘 澤井会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

国歌斉唱 ロータリーソング「奉仕の理想」 

ご 紹 介 

ガ バ ナ ー 吉原久司 様（尾道ＲＣ） 

ガバナー随行幹事 村上清司 様（ 〃  ） 

ガ バ ナ ー 補 佐 村上 光 様（因島ＲＣ） 

ガバナー補佐幹事 幡地康永 様（ 〃  ） 

 

ビ ジ タ ー 紹 介 

（竹原ＲＣ）菅 義尚 様 



入 会 式 

兼田昌紀（かねだ まさき）さん 

44 歳 

事業所 

デイサービス たまぼこの里 

         管理者 

東広島市河内町中河内 1375-1 

推薦者 佐々木正親さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

吉原ガバナーより入会記念バナー贈呈 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポール・ハリスフェロー認証状贈呈式 

橋濱智美さん・伊藤 保さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出 席 報 告 

 会員数 

名誉会員 

出席者 メイク 欠席 

(免除 ) 

出席率 

本 日 

(9/26) 

28 

1 

20 

1 

1 6 

1 

77.78 

 

メイク 灰谷 

前々回 

(9/12) 

27 

1 

15 

1 

3 8 

1 

69.23 

メイク 灰谷・熊谷・重森 

食 事 時 間 

 

 

 

 

 

 

広報委員会橋濱委員長 

【ROTARY あなたも新しい風に】をお配りしています。 

会員増強にお役立て頂ければ幸いに存じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会 長 時 間 

改めて吉原ガバナー様御一行の

公式訪問を心から歓迎申し上げま

す。会員 28名という小さなクラブ

ですが楽しく和気あいあいとクラ

ブ活動をしています。 

先日9月 22日の月見例会はきれ

いな月が観れて最高でした。クラ

ブ管理運営委員会、広島エアポートホテルの方々、あ

りがとうございました。美味しいお肉と楽しい会話を

満喫しました。 

9 月 16 日に全国空港 RCフォーラムが北海道の旭川

で開催され、当クラブからは熊谷さん夫妻、澤井夫妻

の４人で参加しました。フォーラムは和気あいあいと

した雰囲気の中進みました。会長としての発言の機会

がありましたので、励まし、お見舞い等のお礼を伝え、

先日卓話で話があった三原市消防署西部分署長中森様

の内容をお話しし、各クラブに週報をお渡ししました。 



フォーラムの詳細、フォーラム後のプライベート旅

行記なるものも今日の週報に載せさせていただきま

したのでご覧ください。 

妻と共に楽しい時間を過ごさせていた

だいたお礼に、皆様に北海道のお土産

を買ってまいりました。どうぞお召し

上がりください。 

最後に、週報にも書きましたが、全国空港フォーラ

ムは夫婦円満に大変役立ちました。日頃の感謝、罪滅

ぼしなど目的は何でもいいです。来年以降も大勢の参

加を、また是非ご夫婦で参加しましょう。 

幹 事 報 告 

《配 布 物》週報1125号、公式訪問プログラム 

《回  覧》黄琳娜さんより近況報告メール 

      赤十字ニュース 

卓 話 時 間 

 

 

国際ロータリー第 2710 地区 

 

ガバナー 吉原久司 様 

 

 

 

皆様改めましてこんにちは。2018-19 年度第 2710 

地区ガバナーに推挙されました、尾道ロータリークラ

ブの吉原でございます。 

 先ずもってこの度の北海道胆振東部地震、7月の西

日本豪雨災害では被災されたこの地域の方々、ロータ

リアンの皆様にお見舞いを申し上げますと共に一刻

も早い復興を念じております。広島の方ではまだ 5人

の方が行方不明という事で、出来るだけ早く見つかっ

てほしいと思っております。 

本日は公式訪問に際し、皆様の友情あふれる暖かい 

歓迎を賜り、心より感謝申し上げます。今年度は、皆

様と共にロータリー活動の推進・普及に全力で取り組

んで参りますので、どうぞ、ご支援・ご協力の程よろ

しくお願い申し上げます。 

 

ゴールデンゴング 

日本のロータリー100周年を記念

し、日本事務局と東京ＲＣが発案、

各地区34地区に1つずつ金色の点鐘

を寄贈されました。本来ならば来年

度持って歩く予定でしたが、急遽今

年度から公式訪問で各クラブの会長

に点鐘をしていただく事になりまし

た。 

来年の公式訪問にも持って来られます。その後に、再

度集めて、溶かし直して大きな一つのゴングを作り、

その大きなゴングを東京オリンピックの記念事業に使

うという事です。 

 

RI 会長の強調事項 

国際ロータリーの当地区における唯一の役員である

ガバナーには公式訪問に際して、バリー・ラシン RI

会長テーマ及び会長協調事項を伝達するという義務が

課されています。又各クラブからの意見を RIに伝える

メッセンジャーの役割も持っています。 

 RI会長は1月にサンディエゴで開催された国際協議

会で次のテーマを上げられました。 

 

「BE THE INSPIRATION」 

「インスピレイションになろう」 

 

色々の解釈があると思いますが私は「鼓舞する人」「感

化し・自信を取り戻させる人」としました。また、「ロ

ータリーのビジョン声明」も採択されました。 

「私たちは、世界で、地域社会で、そして自分自身の

中で、持続可能な良い変化を生むために、人びとが手

を取り合って行動する世界を目指しています」奉仕に

おける「持続可能性」をロータリーでの合言葉としま

しょう。真剣にそう思うなら、10 年後、20 年後、50

年後、または 100 年後の世界、私たちの活動が終わっ

た後(この世を去った後)にも末永く続く変化を生みま

す。私たちが決して会うことのない人、最愛の人を含

め子や孫たちの世代の人に対しての変化をもたらしま

しょう。 

 

RI 会長はバハマ人で日本と同じように島国出身で

す。国土の 80％を海抜 1m 以下で現在の予想によると

西暦 2100 年までに海面が 2m 上昇すると、バハマや日

本のような多くの島、世界中の湾岸都市が水没してな

くなると心配され、地球温暖化を中心とする環境問題

にも力を注いでおられます。 

 



バリー・ラシン RI 会長の目標 

優先項目 1 

「クラブのサポートと強化」に関する目標 

1、現会員を維持する 

2、クラブの会員数を増やす 

3、新クラブを結成する 

4、女性会員、40歳未満の会員、ロータリーに入会す 

るローターアクターの数を増やす 

優先項目 2 

「人道的奉仕の重点化と増加」に関する目標 

5、ポリオ撲滅活動への現金寄附と地区からの DDF 寄 

付を増やす 

6、DDF を利用した地元や海外での地区補助金ならび 

にグローバル補助金を増やす 

7、インターアクトとローターアクトが地元のロータ 

リークラブや地域社会と一緒に、奉仕プロジェク 

ト(環境関連プロジェクトを含む)に参加するよ

う促す 

8、年次基金への寄付を増やし、2025 年までに 20億 

2500 万ドルの恒久基金を達成する 

優先項目 3 

「公共イメージと認知度の向上」に関する目標 

9、ポリオ撲滅におけるロータリーとロータリアンの 

役割の周知を図る 

10、ロータリーへの認識を高め、「世界を変える行動 

人」キャンペーンを推進する 

11、ロータリーショーケースとアイデア応援サイトを 

利用したり、クラブ史を記録することでロータリ 

ークラブのプロジェクトに対する認識を高める 

 

会員増強について、世界で約 26％が女性会員です。

１月にガバナー研修がサンディエゴであり世界の中

で同期のガバナーが約 500 名集まり、その中で女性ガ

バナーは 167 名。ところが日本では女性会員は 6％で

す。当地区では 5.14％です。やはり女性会員は男性会

員にない視点を持たれています。ある時雪が解けたら

何になるのかという質問をすると、男性会員は殆ど

「水になる」と答えるのですが、女性会員は「春が来

る」と答えるのです。この違いがクラブの中で大きな

力となります。女性会員には、しなやかさ、華やかさ、

辛抱強さ、粘り強さを持っています。素晴らしい人が

いた、それがたまたま女性だったというのが本当は一

番いいのです。女性会員に限らず沢山の会員増強をし

ていただいて仲間を増やしましょう。 

 

 

公共イメージと認知度の向上ということで、国際ロ

ータリーの最優先事項はポリオ撲滅であります。ポリ

オ撲滅という言葉で世界中のロータリアンを一つの旗

のもとに集めているわけでございます。一昨年が 37

例、昨年が 22 例、今年が 14 例、数年後には撲滅宣言

が出る可能性が強まってまいりました。ところがなか

なか撲滅宣言が出ないのです。やはり平和が来なけれ

ば、ロータリアンが入っていけない地区が地球上にま

だあります。紛争が収まらないと撲滅宣言が出来ない

のが現状です。今、ロータリー財団並びに各国政府は

ポリオ撲滅のために 200 億ドルを毎年使っています。

撲滅宣言が出ましたら人類は期せずして 200 億ドルの

お金を毎年手に入れることが出来るわけです。この

200 億ドルをどこに使うか、国際ロータリーは真剣に

検討しています。環境問題にいくのか、がん撲滅なの

か、認知症予防なのか、色々あるそうですが、近々中

に国際ロータリーからアンケートが届くと思いますの

で宜しくお願いします。 

2 7 1 0 地 区 

私のガバナー信条は「輝こうロータリー ふたた

び！」、基本目的は「仲間を増やそう、すべてはそこか

ら始まる」とさせて頂きました。重点運営方針は、ク

ラブの活動計画書に掲載されていますので参照してく

ださい。 

今年はがん予防強化三か年の最後の年となります。

是非もう一度皆様方にお願いしたいのは、がんという

のは自分は関係ないと思わないように、今年もがん検

診に行ってください。がんは治る病気です。是非がん

検診をよろしくお願いします。 

地区から各クラブへお願い 

■会員増強 

会員 51 名以上のクラブは純増 2名以上、 

会員 50 名以下のクラブは純増１名以上 

■ロータリー財団寄付 

ポリオプラス 1人当たり 35 ドル以上 

年次寄付 1人 150 ドル以上 

恒久基金(ベネファクター)1 名以上 



 

■米山記念奨学会の支援は 1人 16,000 円以上 

ここ数年間変わっていません。宜しくお願いします。

■米山梅吉記念館 50 周年への寄付（今年度だけ） 

ローターアクトクラブへの御協力（500 円程度） 

両方とも各事務局からクラブに依頼がきます。 

■地区大会 

10 月 19 日(金)記念ゴルフ大会 

20 日(土)本会議第一日目尾道国際ホテル、 

21 日(日)本会議第二日目びんご運動公園 

メインゲストに阿川佐和子さんをお招きして盛大 

に開催致します。ディスカッションも楽しいものを 

ご用意しておりますので、どうぞ多くの方々の参加 

をお待ち申し上げております。 

■国際大会 

 2019 年 6 月 1 日～5日 ドイツ ハンブルグ 

 

私は「輝こうロータリー ふたたび！」とガバナー

信条を提案させて頂きました。その心は、世界の中に

は 34 のゾーンがあり、その内、第 1 ゾーンから第 3

ゾーンまで日本人で独占しておりましたが、阪神・淡

路大震災、東日本大震災の影響もあり、日本のロータ

リアンの数が激減し、この度の編成会議でゾーン 1の

中にパキスタン、バングラディシュ、インドネシア、

この 3 か国が入って１b を形成しました。従いまして

2 年後から、ＲＩの理事は日本人 2 人のところが 1 人

に減員されます。それに伴いまして国際ロータリーの

役員、定員の削減があります。それでなくても日本の

ロータリーの国際ロータリーに対する影響力が非常

に低下しています。 

昨年の6月のＲＩ理事会で職業奉仕委員会が人道的

社会奉仕委員会の中に組み入れられることになりま

した。決して職業奉仕が終わったわけではありません

が、私達は今まで先輩から、ロータリーは職業奉仕と

社会奉仕、この 2つの大きな車輪で真っ直ぐ前へ向か

って行くんだと教わりましたが、とうとう一輪車にな

ってしまいました。孫たちは一輪車にすいすい乗れる

のですけれども、我々じいじは一輪車には、よう乗れ

ません。ということもあり、本年度私は個人負担で新

会員に対して入会バナーを差し上げることにしまし

た。 

さて、国際ロータリーは、近年会員数 120 万人前後

で伸び悩んでいます。めぼしい奉仕活動もままならな

い状態です。2016 年規定審議会でクラブの柔軟性を取

り入れるという改革がありました。しかし、会員減少

に歯止めがかかっておりません。 また大きな問題と

しましては、クラブ間格差が非常に広がってきていま

す。元気なクラブはどんどん元気になるが、そうでな

いクラブは活動が低下しているという事です。 

そこで私は、やはりロータリークラブというのは、こ

こを変えてはロータリーではなくなるという課題と、

これを変えなければ組織として生き残れない課題があ

るのだと思います。その課題をもう一度皆さんでしっ

かりお考え頂きたいと思っております。変わってはい

けない大きなものの中に、ロータリーのポリシーと言

いますか、考え方、哲学があると思っています。その

中にある哲学の一番大事なものは、「決議 23－34」で

はないかと思っています。人道的社会奉仕を表した

「Service above Self」という言葉、それから職業奉

仕を表した「He profits who serbves best」というこ

の 2つは変えてはならないのではと思っております。 

 

この壁の向こうにあるのは広島空港ＲＣの 3 年後の

姿です。この山を登った向こうに見える景色は広島空

港ＲＣの 5 年後の目標です。それを皆さんで真剣に討

議をしてください。3年後の夢、5年後の夢を見て下さ

い。それをドリームではなくてビジョンに変えて、「イ

ンスピレーション」になってください。 

我々の活動が終わった後、子や孫たちの世代までも

続くロータリー魂、すなわち、より良い世界への切望、

より良い世界を作る事は可能だという、ロ－タリアン

の自信を取り戻してください。 

皆様方にはＲＩ会長テーマとガバナー信条を十分に

御理解いただき、クラブの目標を達成されます事を切

に願っております。ロータリーは今、岐路に立ってお

ります。どうぞ私と一緒に輝ける明日に向かって一歩

前へ踏み出して頂きたいと思っております。 

ご清聴ありがとうございました。 

フ ォ ー ラ ム 

 

 

 

 

 

 

 

講評と指導  吉原ガバナー 

広島空港ＲＣは、女性も多く華や

かですし、しなやかです。そして

なによりも皆さん仲が良く明るい

クラブなので仲間を増やしましょ

う。 

仲間を増やすとまた元気になるの

です。会員増強というとすごく硬

く聞こえますが、こんな楽しいクラブだったらどんど

ん仲間を増やしてください。これを講評といたします。 

今日はどうもありがとうございました。 


